
本学科では、電子工学を軸にして、通信、情報の各専門分野の要素技術、さら
にそれらを有機的に融合しシステムを構築するためのシステム分野まで
を体系的に学ぶことができます。

2024年3月
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電子情報システム工学科
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1,2年次 3,4年次 進路

ハードとソフトと融合した学修ができる数少ない学科

電子情報システム工学科

入学から卒業研究まで継続した実践教育（PBL）の活用
—自分だけのIoTシステムを製作・進化させる—

例：開発プロセス基礎演習（1年次）

全員にマイコンやセンサ類を配布し
自分でプログラミング、デザイン
したIoTシステムを設計・製作する

回路設計
生産技術・管理

通信事業者
保守・施工管理

機械自動車関連
インフラ関連
データアナリスト

電気回路や実験
などの基礎科目

（共通）
情報・通信エンジニアコース

ネットワーク工学、無線通信工学など

光電子・半導体エンジニアコース
電子回路設計、光エレクトロニクスなど

公務員・教員コース
教員免許状（数学・情報・工業）が取得可能

第１級陸上特殊無線技士など豊富な資格

1,2年次 3,4年次 進路

大

学

院

大

学

院

電子情報システム工学科

役所電気関連業務
高校教員

ハードとソフトと融合した学修ができる数少ない学科

データ駆動モデリング
ドローンのモデリングと制御
系設計を行っています。

自由空間光伝送
光信号を空間伝送させて遠隔地
に早く安全に届ける実験です。

環境・生体モニタリング
半導体材料の創製とセンサー
の試作を行っています。

システム制御エンジニアコース
システム工学、AI・機械学習など

国公立大に劣らない研究活動
卒業研究・大学院の学生の学会発表が盛ん
国プロジェクト予算の採択件数が多く、大規模な研究が盛ん

ハードウェアとソフトウェアを融合した幅広い卒業研究テーマ

2
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入学から卒業研究まで継続した実践教育（PBL）の活用
—自分だけのIoTシステムを製作・進化させる—

IoTをハードウェアとソフトウェアから活用できるエンジニアを育成
—最先端のカリキュラムとキャリアパスを意識した学生生活—

IoTをハードウェアとソフトウェアから活用できるエンジニアを育成
—最先端のカリキュラムとキャリアパスを意識した学生生活—

活発な学会・研究活動
—大学院進学も視野に入れたハイレベルな卒業研究—

活発な学会・研究活動
—大学院進学も視野に入れたハイレベルな卒業研究—

詳しくはこちら　→
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4年間
の学び

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

電子情報システム実験I·II

電気回路1I

電気回路1I演習
電気磁気学I·II

基礎霞子回路I·II

コンヒュータアーキテクチャ
•··••·······•·•·•··•·•··

�
· 

技術人材育成・
資格関連科目
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

基幹科目

一
数学や物理などの自然科学をペー
スとした工学基礎や、超スマート社
会の基盤になる科目を学びます。

一
専門的な領域の学びや、実験科目、
システム工学など超スマート社会実
現のための基礎科目を学びます．

一
loT機器の心臓部となる電子回路の設計
製作、情報ネットワークの構築など、専門知
識とスキルを身につけます．

一
これまでの学びやスキルを体系
化し、超スマート社会を創造で
きる実力を身につけます。

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

霞子情報システム基礎演習
電気回路I

電気回路I演習
コンピュータ基礎

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

電子情報システム実験III

エレクトロニクスブラクティス
篭気磁気学演習
ブログラミング同演習
情報通信システム基礎

困己］ェレクトロニクスプラクティス
光通信システムの設計・製作や企業
LAN構築など、応用諫題に挑戟する
PBL （課題解決型学習）科目です．

専

門

科

目

情報通信系
科目

エレクトロニクス系
科目

. . . . . . . . . ... . . . . . . . . . . . . . . .

システム系
科目

篭気計測 電気回路皿
固体エレクトロニクス

ザー ーレ 工学

·••···••··••···•••·•···••·••·••··················••·•·••···••··•··••····· 

情報社会と倫理 情報と職業
篭波・通信法規

. . . . . .

電気磁気学皿
光エレクトロニクス
アナログ電子回路
ディジタル電子回路
電子回路設計
半導体デバイス基礎
半導体デバイス工学

巨歪〕物質応用ナノシステム研究室

● 
― 

有機半導体など、 電
子デパイスに応用が
期待できる様々な物•し：一
質を研究しています． ；9·i

センサーエ学

アルゴリズムとデータ精造 通信方式I-1]
- -__ ー／ 『

信号とシステム ワイヤレス通信工学
メディア情報開発
情報理論

コンピュータシステム
ネットワーク工学

.......................................................................................、................................、..

データ解析 Al•機械学習制御工学
ディジタル信号処理

研究推進
クラス

前期基礎演習
（数学ハイレベルクラス）
大学院説明

後期研究分野説明 、 見学

システム工学

マンツー マン指導

前期国際PBL

後期分野体験ローテーション
(3分野）

大学院2年次まで

前期選択分野別研究室体験

後期研究室決定

大学院授業科目の
先取履修
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教育センター
「数学の問題が解けない！」，

―

「物理が難しい！」 「英語が苦手 !」

という学生さんの悩みを解決します！

専門のスタッフが親身に指導します。

基礎力向上講座実施のほか、 学習相談

ネイティブ教員
（イギリス， アメリカ等）

による英語授業

英語・英会話の自立学習をサポー ト

TOEIC学習支援
TOEIC講座

国際PBL準備講座

個別レッスン

として教育センターに専任教員が待機し、 個別に質疑応答

に応じるなど、学生さんの学習を支援します。

Language Learning Center (LLC) 
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キャリアデザイン（１年生）

社会⼈基礎⼒について理解し、将来、エンジニア
として働く業種や職種について知ってもらいます。

１．⾃分で夢、⽬標を描く。
２．⼈⽣における働く意義・価値を知り、職業観を明確にする。
３．⾃ら考え⾃ら学ぶ⼒を向上する。
４．修学・就業に必要なコミュニケーション能⼒を強化する。

※2022年度より、数理・データサイエンス・ＡＩ教育
プログラム「ＯＩＴ−ＭＤＡＳＨ」が開設されました。
本科⽬では「データサイエンス」について学びます。

開発プロセス基礎演習（１年生）

学⽣⾃らが主体的に学習・⾏動することでスキルアップを
図る“PBL（Project-Based Learning)” を導⼊

回路設計・製作，マイコン，プログラミングを初年次に体験。

全員にマイコンとセンサー等の電子部品を無償で提供し，
一人ずつIoTシステムを提案，設計，製作。

6



毎年，夏に１０⽇間にわたって，台湾などの⼤学と合同でマイコ
ンセンサカー等を設計・製作するプログラムを実施

国際PBL（１･２年生）

海外の大学生との共同作業によるコミュニケーション能力やプレゼンテーション能力の育成

日本・アジアの学生間の人的交流による相互理解の促進

ネットワーク⼯学の知識を

情報インフラの仕事で発揮したい

本学科の国際PBLに参加したことでコミュ
ニケーションやものづくりで⾃信を深める
機会になりました。台湾や中国の学⽣と共
同で⽔上ロボットを動かす取り組みで、こ
のとき私はロボットが⽬的に応じた動作を
⾏うようにプログラミング
を担当しました。英語での
やりとりや異⽂化の理解な
ど、とても貴重な体験とな
りました。

⼯学部 電⼦情報通信⼯学科

（現 電⼦情報システム⼯学科）

2021年3⽉卒業、⼤⼿企業 勤務
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エレクトロニクスプラクティス（３年生）

9



エレクトロニクスプラクティス（３年生）

昔からパソコンなどの中⾝を⾒るのが好き
で、この複雑な回路の意味を知りたいと
思ったのが⼊学のきっかけでした。

⼊学当初は振り⼦の運動から重⼒加速度を
求めるといった物理の実験が中⼼でしたが、
２年次になるとトランジスターの計測など
電気系の勉強がメインに。レベルが上がり
⼾惑いましたが、回路の原理が理解できる
と学ぶ楽しさの⽅が勝りました。

池さん
2017年 電⼦情報通信⼯学科（現 電⼦情報システム
⼯学科）卒業、2019年 ⼤学院電気電⼦・機械⼯学専
攻 博⼠前期課程修了、現在 ローム株式会社勤務

2020年⼤学パンフレットより抜粋
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学科横断プロジェクト（１～３年生）

人力飛行機 ソーラーカー

フォーミュラ ロボット

本学には様々な学⽣プロジェクトやクラブ活
動があり，学業と両⽴して楽しんでいます！
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就職活動（３･４年生）
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資格について

・中学校教諭⼀種免許状（数学）
・⾼等学校教諭⼀種免許状（数学）
・⾼等学校教諭⼀種免許状（情報）
・⾼等学校教諭⼀種免許状（⼯業）

教職免許について

※⼤阪⼯⼤では本学科のみ、数学、情報、⼯業の３つの教職免許を取得できます

取得できる資格
・陸上特殊無線技⼠（１級）
・海上特殊無線技⼠（２級，３級）

受験資格が得られる資格
・陸上無線技⼠（１級）
・電気通信主任技術者

2022年度の業種別就職割合

※中堅・⼤企業の就職内定率は7割を超えています
13



最近の主な就職先
ア⾏
•アイコム（株）
•ＩＤＥＣ（株）
•アルプス電気（株）
•ＮＥＣネッツエスアイ（株）
•（株）ＮＳＤ
•（株）ＮＴＴネオメイト
•（株）ＮＴＴファシリティーズ関⻄
•（株）ＮＴＴフィールドテクノ
•⼤阪ガス（株）
•（株）オプテージ
•オンキヨー（株）
•⼤阪市役所

カ⾏
•関⻄電⼒（株）
•（株）関電⼯
•協栄産業（株）
•京セラコミュニケーションシステム（株）
•（株）協和エクシオ
•（株）きんでん
•（株）クラレ
•グローリー（株）

サ⾏
•ジェイアール⻄⽇本コンサルタンツ（株）
•（株）ジェイテクト
•住友電設（株）

タ⾏
•ダイハツ⼯業（株）
•（株）ダイフク
•（株）⽴花エレテック
•（株）中電⼯
•寺崎電気産業（株）
•デンソーテクノ（株）
•ドコモＣＳ関⻄（株）
•東京地下鉄（株）

ナ⾏
•⻄⽇本⾼速道路エンジニアリング関⻄（株）
•パナソニックプロダクションエンジニアリング（株）
•⻄⽇本旅客鉄道（株）
•ニチコン（株）
•⽇ 本⽑織（株）
•⽇本コムシス（株）
•⽇本電産（株）
•⽇新イオン機器（株）
•ネットワンシステムズ（株）

ハ⾏
•パナソニックデバイスシステムテクノ（株）
•パナソニックプロダクションエンジニエアリング（株）
•フジテック（株）
•（株）堀場製作所

マ⾏
•丸紅（株）
•三菱⾃動⾞⼯業（株）
•三菱電機エンジニアリング（株）
•三菱電機特機システム（株）
•三菱電機ビルテクノサービス（株）
•三菱電機プラントエンジニアリング（株）
•三菱電機ホーム機器（株）
•三菱電機マイコン機器ソフトウエア（株）
•（株）ミライト・テクノロジーズ
•村⽥機械（株）
• 村田製作所（株）

ラ⾏
•ローム（株）
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大学院進学で高度な専門職への道が拓かれる

統計によると理⼯系⼤学の学⽣の約４割が⼤学院へ進学し，その
うちの約８割が技術系専⾨職に就職しています．
特に⼤⼿企業の理⼯系採⽤では⼤学院を修了した⼈材を積極的に
採⽤しています．
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工学部 電子情報システム工学科
電子工学分野電子工学分野

情報分野情報分野

通信分野通信分野

情報通信研究室

通信システム研究室

環境電磁工学研究室

レーザー情報研究室

情報フォトニクス研究室

ナノマテリアル研究室

物質応用ナノシステム研究室

システム制御研究室

超生物ロボティクス研究室

最適化アルゴリズム研究室

ソフトウェアシステム研究室

マルチメディア情報研究室

AI物理工学研究室

システム分野システム分野

レーザー情報研究室 神村 共住
レーザー技術で新たな未来を実現する

キーワード・・・・レーザー計測、レーザー損傷、国際標準，機械学習

担当授業科目・・・電気回路Ⅰ演習、レーザ工学、光エレクトロニクス
電子情報システム実験Ⅰ・Ⅱ、フォトニクス工学特論

レーザーは半導体製造、金属やガラスの
切断といった加工、通信に用いられ、便
利で快適な超スマート社会を実現するた
めの最重要ツールの一つとして期待され
ています。本研究室では、次世代レー
ザー技術、IOT、スマートもの作りを目指
したレーザー応用技術、計測システム技
術などの研究開発を行っています。

主な研究テーマ
•世界初の光学材料レーザー損傷耐力の非破壊評価システムの開発
•Withコロナに向けた222nm殺菌用レーザーシステムの開発
•環境負荷低減を目指した半導体製造におけるレーザーを用いたレジスト剥離技術の開発
•超高速な加工現象を可視化できる高速イメージングシステムの開発

電子工学分野電子工学分野
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電子工学分野

情報フォトニクス研究室 安國 良平
光計測とAIを駆使して微小な世界の物質の振る舞いを理解する

主な研究テーマ
・レーザー加工技術を応用した機能性材料の創出
・人の視覚を模したイメージセンサーを用いた顕微鏡下での高速現象の可視化
・光と生体分子の相互作用を利用した高感度バイオセンシング技術の開発

キーワード・・・・レーザー、顕微鏡、高速イメージング、バイオセンサー

担当授業科目・・・固体エレクトロニクス、センサー工学、電気磁気学Ⅲ
開発プロセス基礎演習、電子情報システム実験Ⅰ・Ⅱ
フォトニクス工学特論

観測対象の時空間スケールをどんどん小さくし
ていくと、それまで見えなかった新しい現象が
現れます。このような微小な世界の物質の振る
舞いを理解することは、低コスト、高効率で環
境負荷の小さなデバイスの開発には欠かせませ
ん。本研究室では、光計測とAIを駆使して、顕
微鏡下の微小領域における光と物質の相互作用
の解明と応用を目指しています。

電子工学分野電子工学分野

ナノマテリアル研究室 小池 一歩
材料の新しい物性を見いだして新機能デバイスへ応用する

主な研究テーマ
・腎機能マーカーを検出するウェアラブル・バイオセンサーの開発
・有機金属分解法によるVO2薄膜の作製と赤外線スマートウィンドウへの応用
・溶液塗布熱分解法によるGa2O3薄膜の作製と深紫外線センサーへの応用

キーワード・・・・半導体、酸化物、材料物性、薄膜成長、センシングデバイス

担当授業科目・・・淀川学、基礎電子回路Ⅱ、アナログ電子回路、電子回路設計
電子情報システム実験Ⅲ、エレクトロニクスプラクティス
半導体デバイス工学特論、材料・デバイス開発実務特論

私たちの周りにはタブレットＰＣやスマー
トフォンなど様々な電子機器があり、それ
らが人々の日常生活を豊かにしています。
全ての電子機器に半導体をベースとする電
子回路が組み込まれており、新しい材料・
デバイスの開発が新製品の誕生に繋がりま
す。本研究室では、超スマート社会を支え
る新規材料の創成からデバイスの試作まで
一貫して行っています。
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物質応用ナノシステム研究室 廣芝 伸哉
物質の機能を最大限引き出すナノデバイスの創成へ

主な研究テーマ
・柔らかい材料を用いたFET・バイオセンサーの開発
・酸化物半導体薄膜の作製と機能デバイス創成
・二次元半導体材料を用いたガスセンサーの開発
・テラヘルツ分光による高分子材料評価

キーワード・・・・有機デバイス、薄膜成長、センサー，テラヘルツ分光

担当授業科目・・・基礎電子回路I、半導体デバイス基礎、半導体デバイス工学
電子情報システム実験Ⅰ・Ⅱ、材料・デバイス開発実務特論

私たちの周りの電子機器は半導体素子をベース
とする電子回路が組み込まれています。物質の
機能を最大限引き出すと印刷でき折り曲げられ
る電子回路（プリンタブル・フレキシブルデバ
イス）が実現できる時代が，すぐ目の前まで来
ています。本研究室では、プリンタブルな有機
材料や高分子，ナノ材料などフレキシブル材料
の機能探索から作製技術，電子デバイス応用ま
で一貫して行っています。

電子工学分野電子工学分野

情報通信研究室 周 虹
Society 5.0社会の実現に寄与する先端無線通信技術を探求、開発

主な研究テーマ
・適応伝送方式を用いたMIMO無線中継伝送方式
・ニューラルネットワークの無線通信への応用に関する研究
・マルチホップ無線通信に関する研究

キーワード・・・・5G、IoT、ブロードバンド無線通信、無線伝送方式

担当授業科目・・・電気回路Ⅰ、伝送理論、情報理論、電子情報システム実験Ⅲ
エレクトロニクスプラクティス、通信システム・方式特論

無線通信技術の結晶であるスマホやWiFiは我々
の社会や日常生活に多大な恩恵をもたらしてい
る。より便利、安全、安心のSociety 5.0社会
の実現に向かって、無線通信技術は日々進化し
ています。本研究室では、次世代超高速高信頼
無線伝送技術、特に伝送方式、送受信システム、
変復調方式、誤り制御符号等を日々鋭意研究し
ています。

通信分野通信分野

19



通信システム研究室 熊本 和夫
Society5.0をサポートする通信ネットワーク

主な研究テーマ
・分散アンテナRoFシステムを用いた屋内の移動体位置推定技術
・分散アンテナRoFシステムによる高安全性符号生成技術
・自由空間光無線通信によるRoF信号のMIMO伝送に関する研究
・Painless Meshを用いた自律型防災無線システムの構築

キーワード・・・・光ファイバ無線、光無線通信、アドホックネットワーク

担当授業科目・・・開発プロセス基礎演習、通信方式Ⅰ、通信方式Ⅱ
キャリアデザイン、ネットワーク工学、電子情報システム実験Ⅲ
エレクトロニクスプラクティス、通信システム・方式特論

2030年頃の実現を目指したSociety5.0では、
物理システムとサイバーシステムが高度に融
合し、様々な新しい価値を生み出します。し
かし、それらは複雑なシステムとなるため処
理遅延やセキュリティなど様々な懸念があり
ます。本研究室では、より安全で快適な次世
代ネットワークインフラの研究によりそれら
の問題の解決を目指します。

通信分野通信分野

環境電磁工学研究室 川上 雅士
電磁波を有効活用する

主な研究テーマ
・ワイヤハーネスの評価手法の構築
・電子機器のSI/PI/EMC協調設計手法の構築
・電波によるエナジーハーベスティングの検討

キーワード・・マイクロ波，電磁界シミュレーション，EMC，エナジーハーベスティング

担当授業科目・・電気磁気学Ⅱ，電気磁気学演習，電子情報システム実験Ⅲ，ワイヤレス
通信工学，エレクトロニ

ク

スプラクティス，開発プロセス基礎演習

Wi-Fi，5G，Bluetooth，NFC（ICOCA，タッチ
決済），ワイヤレス電力伝送など，電磁波は
様々な場所で産業応用され，現代社会におい
て重要なインフラである。しかし，これらの
電磁波を用いた技術の発展によって，電子機
器から意図せずに生じる不要な電磁波
（EMI）が他の電子機器に誤動作を引き起こ
したり，電磁波同士が干渉することで無線通
信が通信障害を引き起こすなど問題が発生し
ている。本研究室では，これらの問題のメカ
ニズム解明や，対策手法の構築，電磁波を有
効活用するための高周波回路の設計を行う．

ワイヤハーネスの電磁界
シミュレーションモデル 電波を用いたエナジー

ハーベスティング実験

電子機器から生じるEMIが
他の電子機器に影響を与えるイメージ

通信分野通信分野
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情報分野情報分野

ソフトウェアシステム研究室 原嶋 勝美
ソフトウェアエージェントを使って社会の動きを調べる！

主な研究テーマ
・ソフトウェアエージェントを用いた災害救助システムの研究
・ソフトウェアエージェントを用いた弱者危機回避システムの研究
・自律型誘導ロボットエージェントに関する研究
・自動運転車に関するマルチエージェントシミュレーション

キーワード・・・・ソフトウェアエージェント、社会シミュレーション、人工生命、創発

担当授業科目・・・コンピュータ基礎、コンピュータアーキテクチャ、コンピュータ
システム、電子情報システム実験Ⅰ・Ⅱ、ソフトウェア特論

複雑な社会の動きの完璧な予測や、瞬間的な
社会の状態の正確な把握は、AIを用いても極め
て困難です。一方で、生物や人間など多くのシ
ステムは、動的かつ予測不能な局面において極
めて柔軟に対処しています。
本研究では、様々な生物や物体を模擬したソ

フトウェア（エージェント）を作成し、エー
ジェントの自律行動や相互作用によって、社会
に実在する問題や、現実では実現しにくい社会
環境での生物の振る舞いなどを検証します。

マルチメディア情報研究室 藤村 真生

人と人、人と機械の、新しい関係を創造してスマート社会の実現へ

主な研究テーマ
・視覚障がい者のための立体地図解説システムの開発（写真）
・対話型アプローチによるVRゲーム用の簡単な３次元形状作成手法
・プロジェクションマッピングの映像と音楽の構成による生体反応の調査
・ARを用いた会話の吹き出し化によるコミュニケーション環境の考察

キーワード・・・・拡張現実感、人工知能、立体形状モデリング、音声処理

担当授業科目・・・電気計測、プログラミング・同演習、エレクトロニクスプラクティス
ネットワーク設計、メディア情報開発、情報処理工学特論

いつでもどこにいても、スマートフォンを片手
に生活することが当たり前になってきた世の中
です。私たちの生活を豊かに便利にしているそ
れらの機器は、本当に使いやすいモノでしょう
か？２４時間繋がれる人同士の関わりはイン
ターネットとスマートデバイスの利用で余計に
難しくなっていると言われています。
本研究室では、便利なモノの使い方を工夫する
ことで超スマート社会をより豊かにする研究を
行っています。

情報分野情報分野
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AI物理工学研究室 金城 良太
AIが凡庸なエンジニアをスーパーエンジニアに変える

主な研究テーマ
・AIによるシミュレーションの効率化と物理現象の可視化
・超伝導デバイスの設計、シミュレーション、製作、計測
・AIを用いたエンジニアのエンパワーメント

キーワード・・・・AI、機械学習、電磁気学、マテリアルインフォマティクス

担当授業科目・・・電気回路Ⅱ、Re.電気回路Ⅱ、電気回路Ⅱ演習、
電子情報システム実験Ⅰ、電子情報システム実験Ⅱ

物理現象を深く理解し工学に応用するには、コン
ピュータシミュレーションが欠かせません。一方で、
私たちは日常生活の何気ない場面において、それら
を無意識に処理しています。例えば、チラシを冷蔵
庫に磁石で貼る時には、眼からの画像で距離を計測
し、材料の強度を推測し、左手で重力、右手で磁力
を感じて力を制御しています。本研究室では、コン
ピュータシミュレーションの正確さと人間のリアル
タイム物理把握能力を併せ持つAIと、それによって
エンジニアリングのあらゆる段階で人間をサポート
する可能性を探ります。

情報分野情報分野

システム制御研究室 奥 宏史
データを駆使してモノを知り操る

主な研究テーマ
・ドローンのシステム同定によるモデリングと自律飛行制御系設計
・フィードバックをもつ多入出力システムに対するシステム同定法の開発
・データ駆動型オンライン故障検出法の開発

キーワード・・・・システム、制御、モデリング、システム同定、データ解析

担当授業科目・・・制御工学、ディジタル信号処理、電気磁気学Ⅰ、
電子情報システム基礎演習、システム制御工学特論

モデルベースト制御では、制御対象の動
特性を表現する数学モデルに基づいて制
御器を設計します。装置や機械の正確で
精密な動作を実現する高性能な制御系設
計には、精度の高いモデルが欠かせませ
ん。システム制御研究室は、制御対象の
モデルを、その対象の動作実験から得ら
れるデータより獲得する方法（システム
同定法）の開発や、システム同定によっ
て得られるモデルを用いたフィードバック制御系設計および実装実験に取り組んでいま
す。また、システム同定の応用研究として、監視対象をオンラインで監視し、不具合が
生じたときに早期に警告を発するオンライン故障検出法の開発を行っています。

システム分野システム分野

22



システム分野システム分野

最適化アルゴリズム研究室 谷垣 勇輝

最適化で社会をもっとスマートに！

主な研究テーマ
・人流シミュレーションを用いた大規模イベントの歩行者誘導方策の最適化
・深層学習モデルの構造設計を対象とした高速な最適化アルゴリズムの開発
・特徴の異なる複数の評価指標を同時に取り扱う多目的最適化アルゴリズムの開発

キーワード・・・・最適化，シミュレーション，深層学習

担当授業科目・・・データ解析，開発プロセス基礎演習，電子情報システム実験Ⅰ，
電子情報システム実験Ⅱ

現代の産業界では，製品の設計・
製造スケジューリング・人流制
御・深層学習モデルなどの様々な
対象を短時間で効率的に改善する
ことが求められています．

本研究室では，このような課題を
定式化した最適化問題を分析し，
優れた解を発見する汎用的なアル
ゴリズムの開発を行っています．

23



本学科は，時代が求める専門技術者を育成す
るための教育・研究体制が整っています．

「電子工学」を軸とした各種工学分野で知識
や技能を身につけ，超スマート社会に貢献で
きる人材を世に送り出します．

学科HP 学科Instagram
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